
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年 ９月号 №１７５
1631129                                                           

 

女性の参画で進化する防災 

 
女性がかかわることで、多様な視点から、誰も取り残さない防災へ 

『ＢＩＯＣＩＴＹ』  

２０２３年９３号 
ブックエンド 

特集：災害とジェン

ダー2023 

『災害対応力を強化する女性の視点 男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン』  

内閣府男女共同参画局 2020年 

 

『男女共同参画の視点から みんなが共に支え助け合う防災ブック』  

静岡県くらし・環境部 県民生活局 男女共同参画課 2024年 

 

 

『女性が力を発揮するこれからの地域防災 ノウハウ・活動事例集』 

  内閣府男女共同参画局 2022年 

『おうち避難のための 

マンガ 防災図鑑』 

草野かおる∥著 

飛鳥新社 2021年 

『婦人公論』 2024年 8月号 

中央公論新社 

『ゆうゆう』 2024年 9月号 

主婦の友社 

 災害時に最新の情報を集めるため

に、スマホを使える人になろう！ 

 災害から命を守り、自分らしく暮ら

すために何をすべきかを、防災のプ

ロが指南します。 

 自宅の耐震強度の確認から避難

時に有効活用できる備蓄や備品、ペ

ットの避難まで、詳しく教えます。 

 別冊付録で非常時に役立つ防災

手帳が付いています。 

 停電で困るものって？断水時のト

イレはどうするの？長期在宅避難に

は何が必要？スーパーや１００均で

備える防災グッズは… 

 おうち避難のノウハウをわかりやす

くマンガで描く防災本です。 

 

『書いて備える！ 家族みんなの防災ノート』 

家の光 9月号別冊付録 

家の光協会 2022年 

『ＫＹＯＴＯ わたしの防災ノート』 

京都市男女共同参画推進協会 2020年 

『あぜりあ』 ウィルながおか №３８ 

特集：災害時のトイレ、どうする？ 

長岡市男女平等推進センター 2023年 

『しが防災プラスワン 女性の視点と多様性 Ver.2』  滋賀県知事公室防災危機管理局 2022年 

自治会などの地域防災を考える参考になる情報が満載です。 

ダウンロードできます。 

『彩りあふれる能登の復興へ 

令和 6年能登半島地震の女性の経験と思いに関するヒアリング調査』 

フラはなの会／(公財)ほくりくみらい基金／減災と男女共同参画研修推進センター／

みらい RITA／YUIみらいプロジェクト  2024年 

そ 

な 

え 

る 

 

能登半島地震から 

学ぶこと 



滋賀県立男女共同参画センターの情報はこちらからご覧になれます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・資料室 ご利用案内    

●開室時間 9：00～17：00 

●９月の休室日  

２日、９日、１７日、２４日、３０日 

●貸出（本・雑誌）15冊 3週間まで 

（ＤＶＤ）  2本 1週間まで 

●お問い合わせ先（電話） 

0748-37-3735（図書・資料室直通） 

0748-37-3751(センター代表) 

G-NETシネマ 

 
主催：ＮＰＯ法人男女共同参画をすすめる会・Ｉ ＹＯＵ 淡海 

共催：滋賀県立男女共同参画センター 

託児申込 滋賀県立男女共同参画センター 図書・資料室 

メール：g-net-info@ex.bw.dream.jp 

または、右記のコードを読んで、「メール作成画面はこちら」を 

クリック。必要事項を記入してメールを送信してください。 

Tel : 0748-37-3735   

子育て中のあなたのための「本の時間」
10月 5日（土）、29日（火） 

 10：30～12：00 図書・資料室、交流室 

参加は申込不要ですが 

無料の託児は申込が必要です ～ 自分の時間を持つことが難しい子育て中の本好きなあなたに… 

ゆっくり自分だけの時間を過ごしてみませんか ～ 

男女共同参画関連
雑誌を紹介 

『アンダンテ ～稲の旋律』 

2010年／107分／監督：金田敬／出演：新妻聖子、筧利夫ほか  

母親の強い希望で幼い頃から音楽の道を歩んでいた千華は、

激しい競争の中で次第に自信を喪失していく。やがて登校拒否が

原因で大学を中退した千華は、フリーター生活を続けるうちに家

に引きこもるようになってしまう。思いつめた千華が、「誰か私を助

けてください」と書いた手紙を入れたペットボトルを千葉の水田へ

と流すと、それを拾った農家の晋平から手紙が届くようになる。 

10月 12日（土） １３：３０～ 
参加無料＆申込不要 

無料託児あり：１０/5㈯までにお申し込みください 

『女も男も』 
（年 2回発行） 

労働教育センター 
 

男女平等・自立・共生・共
同参画社会をめざす情報
誌。 
｢女も男」も「男も女」も、ムリ
することなく、仕事でも、遊び
でも、手をとりあっていきい
きと生きるヒントに！。 
 図書・資料室では、前身の
『女子教育もんだい』27号
（1986年）から所蔵してい
ます。  


